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地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

内
閣
府
関
係
（
第
一
章
関
係
）

一

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
改
正
（
第
一
条
関
係
）

地
域
型
保
育
事
業
所
の
所
在
地
の
市
町
村
以
外
の
市
町
村
の
長
に
よ
る
確
認
を
不
要
と
す
る
こ
と
。

第
二

総
務
省
関
係
（
第
二
章
関
係
）

一

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
（
第
二
条
関
係
）

地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
の
選
挙
の
立
候
補
の
届
出
に
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宣
誓
書
に
お
い
て
公
職
の
候
補

者
と
な
る
べ
き
者
が
誓
う
事
項
と
し
て
、
当
該
選
挙
の
期
日
に
お
い
て
公
職
選
挙
法
第
九
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定

す
る
住
所
に
関
す
る
要
件
を
満
た
す
者
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
追
加
す
る
こ
と
。

二

公
害
紛
争
処
理
法
の
一
部
改
正
（
第
三
条
関
係
）

公
害
審
査
委
員
候
補
者
に
つ
い
て
、
一
年
を
超
え
三
年
以
下
の
期
間
で
都
道
府
県
が
条
例
で
定
め
る
期
間
ご
と
に
、
委

嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
一
部
改
正
（
第
四
条
関
係
）
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１

試
験
研
究
を
行
う
地
方
独
立
行
政
法
人
は
、
当
該
法
人
の
試
験
研
究
の
成
果
を
活
用
す
る
事
業
又
は
当
該
法
人
の
試

験
研
究
の
成
果
の
活
用
を
促
進
す
る
事
業
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
実
施
す
る
者
に
対
し
、
設
立
団
体
の
長
の

認
可
を
受
け
て
、
出
資
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
当
該
法
人
の
試
験
研
究
の
成
果
を
活
用
す
る

事
業
者
に
対
し
必
要
な
支
援
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
当
該
事
業
者
の
発
行
し
た
株
式
等
を
取
得
し
、
保
有
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

地
方
独
立
行
政
法
人
は
、
そ
の
業
務
の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
そ
の
対
価
を
当
該
業
務
の
質
の
一
層
の
向

上
を
図
る
た
め
に
必
要
な
費
用
に
充
て
る
た
め
、
設
立
団
体
の
長
の
認
可
を
受
け
て
、
土
地
等
の
貸
付
け
が
で
き
る
も

の
と
す
る
こ
と
。

第
三

厚
生
労
働
省
関
係
（
第
三
章
関
係
）

一

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
（
第
五
条
関
係
）

子
育
て
短
期
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
市
町
村
が
児
童
を
里
親
等
に
直
接
委
託
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
こ
と
。

二

生
活
保
護
法
の
一
部
改
正
（
第
六
条
関
係
）
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１

教
育
扶
助
の
た
め
の
保
護
金
品
の
う
ち
、
被
保
護
者
の
親
権
者
又
は
未
成
年
後
見
人
が
支
払
う
べ
き
費
用
に
つ
い
て
、

政
令
で
定
め
る
者
に
対
し
、
保
護
の
実
施
機
関
が
代
わ
り
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

介
護
保
険
法
の
指
定
等
に
よ
っ
て
、
生
活
保
護
法
の
介
護
扶
助
の
た
め
の
機
関
と
し
て
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な

さ
れ
た
介
護
機
関
に
つ
い
て
、
介
護
保
険
法
の
指
定
等
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
効

力
が
停
止
さ
れ
た
部
分
及
び
期
間
に
限
り
、
生
活
保
護
法
の
指
定
の
効
力
も
停
止
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

３

生
活
保
護
法
第
六
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
返
還
額
、
同
法
第
七
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
七
十
八
条
第
一
項
か
ら

第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
徴
収
額
又
は
保
護
の
変
更
、
廃
止
若
し
く
は
停
止
に
伴
う
返
還
額
等
の
収
納
の
事
務
に
つ

い
て
、
私
人
に
委
託
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
こ
と
。

４

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
四

農
林
水
産
省
関
係
（
第
四
章
関
係
）

一

森
林
法
の
一
部
改
正
（
第
七
条
関
係
）

市
町
村
は
、
森
林
法
の
規
定
に
よ
る
申
請
、
届
出
等
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
の
ほ
か
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者
の
氏
名

等
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
き
、
林
地
台
帳
の
記
載
又
は
記
載
の
修
正
若
し
く
は
抹
消
を
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行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
五

国
土
交
通
省
関
係
（
第
五
章
関
係
）

一

軌
道
法
の
一
部
改
正
（
第
八
条
関
係
）

１

こ
の
法
律
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
の
う
ち
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
軌

道
を
敷
設
す
る
地
が
一
の
指
定
都
市
の
区
域
内
の
み
に
あ
る
軌
道
に
係
る
も
の
を
、
指
定
都
市
の
長
が
行
う
も
の
と
す

る
こ
と
。

２

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

二

不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
（
第
九
条
関
係
）

不
動
産
鑑
定
士
の
登
録
、
変
更
の
登
録
及
び
登
録
の
消
除
の
申
請
並
び
に
死
亡
等
の
届
出
に
係
る
都
道
府
県
知
事
の
経

由
事
務
を
廃
止
す
る
こ
と
。

三

都
市
計
画
法
の
一
部
改
正
（
第
十
条
関
係
）

町
村
が
都
市
計
画
を
決
定
す
る
に
際
し
必
要
な
都
道
府
県
知
事
の
同
意
を
要
す
る
協
議
を
、
同
意
を
要
し
な
い
協
議
と

す
る
こ
と
。
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第
六

そ
の
他
（
附
則
関
係
）

一

こ
の
法
律
は
次
に
掲
げ
る
事
項
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る

こ
と
。

１

公
害
紛
争
処
理
法
の
一
部
改
正
等

公
布
の
日
か
ら
施
行

２

生
活
保
護
法
の
一
部
改
正
等

令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

３

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

４

軌
道
法
の
一
部
改
正
等

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

二

所
要
の
経
過
措
置
を
規
定
す
る
こ
と
。

三

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。


